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主な取組（［ ］内は学校群名） 成 果 課題及び改善策

授
業
の
改
善

児童生徒自身が、自分に合ったペースや
方法で学ぶ「単元内自由進度学習」を
実施［五箇荘］

・個々の進度に合わせた「個別
最適な学び」を実践
・群内の教職員の協働により、
教材作成に係る時間を縮減

・「新たな授業形態」を実施す
る教員の指導力向上
→教材研究の段階から協働
して取り組む

対面及びオンラインを活用して群内小学
校同士による単元を通した合同授業
（国際理解教育）を実施［陵西］

・学校、学級の壁を越え、多様
な考え方に触れる「協働的な
学び」を実践

・効果的な交流場面の設定
→対面やオンラインそれぞれ
の有用性を意識した計画

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

改
善

系統性、連続性を意識した中学校教員
による小学校外国語科授業を実施［若
松台］

・専門性の高い統一した授業
による英語力の向上、小中
学校の段差の緩和

・学校間の移動回数の削減
→時程の統一、時間割編成
を工夫

総合的な学習の時間を中心とした小中
一貫カリキュラムを作成［旭］

・9年間で児童生徒を育む意
識や系統性を意識した授業
の重要性を共有

・教員の打合せ時間の確保
→Teamsを活用することで、
移動時間を削減

学
校
群

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学校群検討体制として月1回「学校群の
日」を設定し専門部会や学年会を開催
［若松台］

・取組検討体制を構築
・学校群に対する教職員の意
識向上

・検討に係る教職員負担軽減
→各校での会議と学校群単
位の会議を整理、統合

群内の学校を巡回しながら不登校支援、
学習支援を実施［旭、三原台］

・不登校児童生徒の学びの機
会や居場所の確保
・群内での情報共有の活性化

・児童生徒個々の状況に合わ
せた柔軟な対応
→対応できる指導体制構築

令和5年度モデル学校群の主な取組（中間まとめ）



○ 5つのモデル学校群に加え、令和６年度からは新たに3つのモデル学校群を選定

令和6年度モデル学校群での取組検討状況

開始
年度

学校群
（中学校区）

構成する学校 区

令
和
５
年
度
～

陵西学校群 陵西中学校、少林寺小学校、安井小学校、大仙西小学校 堺区

旭学校群 旭中学校、神石小学校、大仙小学校 堺区

若松台学校群 若松台中学校、上神谷小学校、若松台小学校、茶山台小学校 南区

三原台学校群 三原台中学校、三原台小学校、泉北高倉小学校 南区

五箇荘学校群 五箇荘中学校、五箇荘小学校、五箇荘東小学校、新浅香山小学校 北区

令
和
６
年
度
～

月州学校群 月州中学校、三宝小学校、錦西小学校、市小学校 堺区

八田荘学校群 八田荘中学校、八田荘小学校、八田荘西小学校 中区

赤坂台学校群 赤坂台中学校、赤坂台小学校、新檜尾台小学校 南区
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○ 令和6年度モデル学校群で新たに検討している取組（予定）

・群内小学校による合同宿泊学習、校外学習の実施
・総合的な学習の時間、保健体育科における学校群カリキュラムの作成、実施
・9年間を見通した情報活用能力の育成に向けた授業の改善 等



年度
令和5

（2023）
令和6

（2024）
令和7

（2025）
令和8～

（2026～）

モデル

学校群

学校

教育

委員会

理解促進

に向けた

取組

スケジュール

取
組
指
針
・
て
び
き
の
策
定

【第1期】モデル実施・効果検証

【第2期】モデル実施・効果検証

モデル学校群の効果検証をふまえた
人事・予算制度等の見直し・再構築

実施
（取組開始）

実施
（学校群体制構築、
群目標設定、取
組検討開始）

取組指針・てびき（案）の作成

新制度の運用開始

学校群への支援・伴走

教職員向け：「新たな学校のあり方通信」発行、説明会・研修等の実施

保護者・市民向け：市HP、広報紙、学校群各校HP等で取組の様子を発信

全
学
校
群
で
取
組
実
施
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